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蚕都くらぶ･ま～ゆは､地域で暮らす人びとがお互いに助け合って楽しく暮らすこ
とを目指しています。 

私たちは､この地域の豊かな自然や人びとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と考
えます。 

その宝を活用することで､より豊かな地域と温もりのある人間関係を目指し、活動
しています。 

蚕都くらぶ･ま～ゆは､地域通貨｢ま～ゆ｣を使って人と地域をつないでいます。 

❖ 人と人との新しい関係が生まれます。 

❖ 自分の能力を再発見できます。 

❖ 人が活き活きすることで､地域が元気になります。 

 

 

わたしたちの願い  

俊篤 

啓峰 



 

 

－１－ 

4 月 23 日『ほっこりカフェ』に改名して 

今回が初めての開催！！ 

日差しが暖かい快晴の日。たくさんの

方にお集まりいただき、みんなの家に到着すると入口やテーブルの上に八重桜とお花が飾

られていました。ぶんちゃん陶吉さんのお心遣いです。 

会場準備や器具の準備が手際よく整いました。もち米が蒸し上がる頃、西ちゃんの挨拶

で本年度最初の『ほっこりカフェ』がスタートしました！ 

出店紹介 

♢辛口屋…ほうじ茶、紅茶 ・林商店…波照間島の黒糖、泡盛、石垣のニガリ、はちみつ、みつ

ろうクリーム♢ぶんちゃん…ニラ、わらび、紬のリメイクベスト ・西ちゃん…わらび、こごみ、タケノコ 

インフォメーション 

♢「特攻教官遊佐准尉並妻子慰霊の会 結成シンポジウム」開催（ケセラさん） 

♢「憲法のつどい in うえだ 守ろう平和といのちとくらし」パレードのお知らせ（ケ

セラさん） 

お餅つき会 

もち米が蒸し上がると、お餅をついて→きなこ、ゴマをまぶす。 

ヨモギを混ぜたヨモギ餅にはあんこときなこをつけて、全 4 種類のお餅ができあ

がりました。 

ベテランが多く、皆さん手順を分かっているのであっという間に完成。 

つきたてのお餅は柔らかい^^♪ 舌触りが良く美味

しいお餅ができあがりました。 

お楽しみ交流会   

☆都々平さんの手品タイム。 

簡単だから誰でもできるよ！と見せてくれる手品でしたが、なかなか難しくて誰にでもできるもので

はない手品。おおー！と歓声と拍手が起こりました。 

☆お次はあやちゃんの最大数ゲーム。 

より大きな数字を選び、なおかつ人と被らないという数字を選ぶシンプルなゲーム。地味なゲームで

すが以外に白熱。勝者にはひなちゃんの貴重なオリジナルステッカーが贈られました。 

☆最後は一人一言、今日の感想や近況、最近感じたことを話しました。 

今年から『ほっこりカフェ』と名称を変え、気持ちも新たにリニューアル。 

みんなでランチを作ってみんなで食べる！という一番の醍醐味を、再開させることができたお餅つき

会。こういうのがやっぱりいいなぁと思いました(^^♪ 

お餅つきに没頭している間に、冷たい井戸水にも関わらず洗い物をしたり、井戸の流し台の掃除をし

てくださっていたアンジンさん。他にも各所で見えない所、気づかない所で多くの方にご尽力いただいた

き、無事にお餅つき会ができた事、心から感謝申し上げます。 

ご参加いただいた皆さん、ありがとうございました！ 

あやちゃん 
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5 月 10 日ま～ゆ市、初司会のゆっきぃの号

令で清々しく始まりました。 

先ずはヒデさんから…4 月 28 日にお亡くなりになった、いっちゃこと林一六さんの事についてお話が

ありました。｢これまで様々な功績を残され、ま～ゆ寺子屋においてはコロナやワクチンについて、私たち

にその知識をご教授くださいました。心よりご冥福をお祈りいたします。｣ 

ヒデさんの言葉と共に、追悼の念を持ってま～ゆ市がスタートしました。 

モノコト交換 

♦こごみ、タケノコ（西ちゃん） ♦水俣のほうじ茶、紅茶（辛口さん） ♦洋服（どんちゃん） 

ハッピーバースデイ 

5月 22日生まれの西ちゃんをお祝い。 

「今年 64歳になるので年金がもらえるようになる。持病もあり、山へ行くと息苦

しい時もあるので、気を付けながら山菜取りをしたい。」 

インフォメーション 

◆「大糸線に乗って、車窓を楽しもう」のご案内（ミーすけ）  「ピース

アクションうえだ 学習講演会」お知らせ（ケセラさん）  「ほっこりカフ

ェ」 5 月はカレー作り＆ドキュメンタリー映画「もうひとつの明日へ」の上 映会をします

（あやちゃん）  「ツール・ド・青木峠 R１４３」参加者＆スタッフ募集（アン トさん）  「う

えだ環境市民会議 ミニ講演会＆総会」お知らせ（ヒデさん）  「田植えまつり」開催します（ごんべえ） 

 「地域と大学を考える in うえだ ‐どうなっているの？長野大学‐」お知らせ（ケセラさん）  「会報の

記事募集」のお知らせ（都々平さん）  「塩田めぐりレイラインの旅」6月 25日（日）皆さんご参加くださ

い。（ハヤちゃん） 

ゴールデンウィーク(GW)どう過ごしていましたか？ 

GW も関係なくずっと仕事やアルバイトしていた方と、その一方ずっと休みなので曜日感覚がなく過ご

していたよ、という方など様々。 

体を動かした方も多く、塩尻市の霧訪山(きりとうやま)へ登山した話や、ハーフマラソンを走るための

練習に諏訪湖の周りを走ってきた！というパワフルな話も聞けました。 

親戚が来て久しぶりにボウリングへ出かけた方もいましたが、静かに本を読みふけっていた方も。 

時期的に野菜作りのための苗を買ったという話も多かったです。その土づくりの話題から、カブトムシ

の幼虫がたくさん…というのにはちょっとゾゾっとしたり(笑) 

思いがけないアクシデントに戸惑ったり、パソコンの不具合を解決しようにも企業が休みなのでどうに

もならずモヤモヤ過ごしていた方も…。 

GW 中にあったイベントの話題では、ピースアクションのパレードに参加した話や、スカイランニングの

壮絶なレースの様子、お孫さんの演奏会を聴きに行った…なども。 

終わりに 

今回初司会だったゆっきぃ。 

初めてとは思えないくらキチッとした段取りと、落ち着いた司会進行でお見事でした。 

ま～ゆ市の終わりに、ゆっきぃが締めの挨拶をしてくれました。 

その言葉が心地良かったです。「みなさんのそれぞれの GW の過ごし方を聞けて良かったです。また

来月も元気にお会いしましょう！」 

あやちゃん 
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5 月21 日（日） 

晴れ男＆晴れ女さんたちにお集まりいただき、快晴の下「ほっこりカフェ」を開催しました。 

出店紹介 

 辛口屋…ほうじ茶、紅茶   林商店…波照間島の黒糖、泡盛、石垣のニガリ  西ちゃん…包丁砥ぎ

 ひなちゃん…オリジナルイラストのステッカー、ポストカード、Tシャツ 

インフォメーション 

 「うえだ環境市民会議 ミニ講演会＆総会のお知らせ」（ヒデさん）  

 「地域と大学を考える in うえだ ‐どうなっているの？長野大学‐」（ケセラさん） 

ランチ作り 

集まった順にカレーライス作りスタート！ 

カレー作りの監修はけんちゃんが担当。人参、ジャガイモ、新タマネギ

はみんなで分担して皮むき＆カット。数種類のルーを混ぜ合わせてグツ

グツ…煮込みます。 

タマネギ＆レタスのスープ、彩り美しいコールスロー風サラダも手際よく！ご飯は喜三郎米を羽釜で

炊いてスタンバイ。カレーライスのランチセットが完成～！！ 
 
気持ち良い気候だったので、外の囲炉裏をテーブルにしてみんなでいただきました。 

カレーはコクと旨味

が絶妙でとっても美

味しく、スープもサラ

ダも大好評！おしゃ

べりしながら、たくさ

んおかわり(^^♪ お

なかいっぱい食べま

した！西ちゃんのお手製ラッキョウ漬けも美味しかったぁ。 

上映会 

午後の時間は、ドキュメンタリー映画「もうひとつの明日へ」の上映会。 

2020年 11月の完成お披露目上映会と、2021年 11月の総会での上映。そののち 1年半ほどま～

ゆでは上映の機会がなかったので、今回は久しぶりの事。 

初めて映画を見た人や、久しぶりに見た人、それぞれの感想を語りつつ、ケセラさんからは映画制作

に至るまでの孟監督とのやり取りや、映画制作が決定してから不思議なご縁が次々と繋がった…などい

ろんなお話をお聞きしました。 

制作メンバーだった方からは、編集に携わった時のエピソードや、撮影時の楽しかった話を聞いたり、

大変なこともたくさんあったけれど、あのタイミングだからこそできた映画だなと思う…そんな言葉もあり

ました。多くの方のご協力とご支援によって作られた映画だったなぁと改めて思いました。 

初めて見た方の感想をちょこっと・・・ 

♣ま～ゆに入っているけど知らなかった事や始まった当初の事が知れて良かった。 

♣地域通貨の事やそれぞれのプロジェクトとのつながりについて、映画を見た後は良く理解できた。 

♣いつもの顔ぶれが映画の中でも自然体に映っているなと思った、など… 

様々な感想を聞

く事ができました。 

今回ものんびり

楽しい時間を過ご

せました。ご参加い

ただいた皆さん、

ありがとうございま

した。  あやちゃん 
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いっちゃさん ありがとう 
 

№395 いっちゃこと林一六さんが、４月２６日 ８３年の

生涯を閉じられました。 

ま～ゆでの数々のご活躍に感謝を申し上げ、心からご

冥福をお祈りします。 

 

いろいろなことをもっともっと教えてもらいたかったのに…  №1 ケセラ  

いっちゃさんの突然の訃報を知り、あまりのことに言葉を失いました。しかも、娘の緊急入院と

重なり最後のお別れができなかったのが今でも心残りです。 

２月にようやく再開できたま～ゆ寺子屋では「コロナウイルスと私たちの暮らし」をテーマにお

話をしていただいたばかりです。事前に電話で打ち合わせをしたときに、「８０歳を超えて、いろ

いろなことが大変になってきた」と話されてはいましたが、新たに『里山の植物生態学』という本

を出版され、まだやりたいことがいっぱいあってお元気そうだったのでなおさらです。 

いっちゃさんには、これまで何度もま～ゆ寺子屋の講師を引き受けていただきました。『世界

の自然と人々の暮らし』をシリーズで実施したときは、これまでに調査研究のフィールドとして訪

れたアフリカのケニア、モンゴル、南米ブラジルなどの自然環境の変遷やそこでの人びとの暮ら

し方の変化などを話していただきました。いっちゃさんらしい穏やかな口調で決して押しつけが

ましいくないけれど、独自の視点を通した豊富な写真や統計資料も使い分かり易かったのを覚

えています。観光パンフレットでは知りえないことばかりでとても興味深い内容でした。 

また、会報で、社会現象や時事問題を軽妙な切り口で語る「いっちゃ落語」を毎回読むのが楽

しみでした。 

まだ、まだ教えを請いたい事、語り合いたいことがいっぱいあったのに、こんなにも急いで向

こうの世界に旅立たれるなんて……。 

彼岸でもいろいろな人を前に「落語」をあの「いっちゃ節」で語っている姿を想像しています。 

ご冥福をお祈りしています。いっちゃさん本当にありがとうございました。 合掌 
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楽しかったランチ会  №130 建築よろず屋のヒデさん  

新型コロナが流行する前、2 カ月に一度くらいにゃんこ先生がシェフをしているコラボ食堂

で、いっちゃさん、上野さん（にゃんこ先生の母親）と私の3人でランチ会をしていました。いっち

ゃさんはいつもおかずを食べ終わってからご飯を食べていました。最初にこれを見たときは、ご

飯を残すかと思いましたが、最後にご飯だけを美味しそうに食べていました。いっちゃさんの生

まれ育った川上村は、現在では高原野菜の生産地として全国に知れ渡っていますが、昔はお米

の採れない高地なので、お米が貴重だったのか、などと私は勝手に想像していました。理由を

聴いたことは一度もありません。食べ方の流儀は人それぞれですから。 

ランチ会の話題は、俳句、本、川上村の実家、野菜作り、風穴、気候危機、ゼーベック発電

等々、多岐に渡りました。いっちゃさんが高校を卒業するとき、噺家になろうと落語家の門を叩

いたことがあったそうです。落語家は「それじゃ試しにやってみな」と言い、いっちゃさんは自作

の落語をやったそうですが、それを聴いた落語家は「お前の話しは理屈っぽくていけねぇ」と弟

子入りを許してくれませんでした。それでいっちゃんさんは仕方なく東京教育大学（現筑波大

学）に入り、生態学を極めることになったそうです。そんなことをニコニコしながら話してくれまし

た。 

いっちゃさんと上野さんの会話には、よく本のことが話題になりました。あるときいっちゃさん

が上野さんに向かって「藤沢周平は読まれましたか？」と聴かれたことがありました。上野さん

は「あまり内容は覚えてないけど」と言いながら藤沢周平のことについて語り始めました。語り

終えたとき、いっちゃさんが「藤沢周平はいいですよね」と言われたことが私の中に強く残って

いました。それまで藤沢周平の作品を読んだことがなかったので、インターネットで図書館蔵書

を検索し、「市塵」「風の果て」「海鳴り」などを読みました。読んで分かったことは、根底に人に対

する優しさがあることでした。山形の厳しい冬や 40代での作家デビューという辛苦を味わって

きたことの裏返しだったのかも知れません。いっちゃさんがどのような苦労をされてこられたか

は知る由もありませんが、誰にでも優しく接してこられた姿は藤沢周平に通ずるものがあるよう

に思います。いつも微笑みを絶やさない顔が私の瞼に焼き付いています。最期のお別れのとき

も微笑んでいるような穏やかな顔でした。 

いっちゃさんのご冥福を心よりお祈り致します。 

いっちゃさん  ありがとうございました  №43  やよい  

本名がなかなか出てこないほどに、いっちゃさんの名前で親しまれていましたね。 

いつも考えさせられることを落語を通して伝えてくださった、いっちゃさん。一つ一つ読ませて

頂いていました。 

私も以前はよく世話人会に参加させて頂き、皆さんとよく交流させて頂いていましたが、いっ

ちゃさんは、ま～ゆの中心的人物という印象で、ま～ゆに行けばいつでも会えるように思えたの

で、ご不幸のご連絡を頂いたときはあまりに突然のことで理解できずいました。でも遺されたも

のも多いですね。 

お通夜に伺ってご家族とお話しました。ご家族にも多くは話してこられなかったようで「今回知

ることが色々あって、知らなかったことがいっぱい」と話されていたのが印象的でした。落語のこ

とは「家でもよく」と笑いながら話してくれましたが、ま～ゆの存在や、ま～ゆネームのことも、ご

存じなかったようです。「話を聞けて知れて良かった」と仰っていました。 

落語はご家族にも披露されていたようで、また環境のことにも、ご家庭でももちろん熱かった

ようです。落語や暮らしを通して皆さんや社会と交流されてきたいっちゃさん。本当にありがとう

ございました。 
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  いっちゃさんありがとうございました 
№427 いっしゃん  

 いっちゃさんがいらっしゃらないことがとても信じられない

日々を過ごしています。 

 いっちゃさんと初めてお会いしたのは 9年前、全国風穴
ふうけつ

サミッ

トが大町市で開かれた際にご一緒した時です。 

夏でも冷たい風が吹き出す天然の冷蔵庫・風穴の不思議を語

っていただき、地元に生まれ育ちながらそのことを知らずにいた

私に自然の楽しさを気づかせてくださいました。 

以来、地球を楽しむ会の活動をご一緒させていただき、風穴の

メカニズム探求や人工風穴実験、植物調査などご一緒させていた

だきました。 

また、家庭で電気を作り里山を守ろうとの思いのもと、ゼーベッ

ク発電のプロジェクトも手掛けられておられました。ゼーベックと

いう物理学者が発見したつなぎ合わせた 2 つの金属の両端に温

度の差を与えると電流が起こる現象を利用して、薪を燃やし発電

装置で電気を作り、それを蓄電池に貯めることを通じ、里山の生

態系の循環・災害時にも対応できる熱源の普及に力を注がれまし

た。 

多くの研究課題をいっちゃさんの研究をベースにどのように引

き継いでいくか…地球を楽しむ会でも思案に暮れています。 

それでも、明るく、前向きに学びと向き合い続け、若い人に学ぶ

楽しさを伝え続けていただいたいっちゃさんなら、こんな時どう考

えるだろうか…と思いを馳せて悲観的にならずに歩いて行こうと

思います。 

いっちゃさんの落語  №50 都々平 
 
｢実るほど頭

こうべ

を垂れる稲穂かな｣のたとえにぴったりの高潔ないっ

ちゃさん。ま～ゆの世界では｢いっちゃと呼んでください｣と仰っておら

れましたが、学識経験者であり、会報の連載〝落語〟で見識を惜し

げもなく披露してくださいました。八っあんの愚かな質問に先生が分

かりやすく説き聞かせているスタイルは池上彰氏の“こどもニュース„

をもしのぐ親しみを覚える素晴らしい解説でした。 

ま～ゆに入会された当初｢通帳はどうやって書くのですか？｣とシン

マイぶっていましたが、８８号(２０１５年８月)に初めて投稿されたのは

〝落語｢ま～ゆってなーに？｣〟です。 

それから毎号(時に時宜を得た)多様なテーマを取り上げて、無駄と

も思われるダジャレを次々に入れてさえ、1ページに収まるサイズで書

かれる技の巧みさには舌を巻くばかり。結論を急がず、先生｢わしにも

わからん｣でオチにすることもしばしばでした。読者に考えさせる余地

を残してくださったのです。 

過去に数回｢あんな落語を続けても飽きられているのでは？｣と私

に電話がかかってきました。｢いいえ、とってもわかりやすくて楽しいっ

て皆さんに好評ですよ｣とお答えすると｢おだてに乗るたちなので…｣

と継続を約束していただきました。本当に良かったと思います。 

因みに絶筆になった１４１号の｢超過死亡｣までの４９話を私流に分

類しました。(多い順に) ◆自然・生物 16 ◆経済・社会 15 ◆化学 11 

 ◆環境 5 ◆哲学 2     
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いっちゃさんのご冥福をお祈りします  №55 ミーすけ  

いっちゃさんは私にとっては林先生、先生とお呼びすると、｢いっちゃです｣といつも言いなおされ

ました。ミーすけなんぞ語感の悪いニックネームだとみーちゃんと呼んでくださったのもいっちゃさん

です。 

6 年前のま～ゆ市で 12 月の誕生月の時、気取って「喜寿です」と挨拶をしたところ、「私と同い年

なんですか？お若く見えますね。」私は最初何のことかわからなかったのですが、古希というべきだ

ったんですね。会報にそのことを｢喜寿になると耳が遠くなるので、これから気をつけようと思いま

す。｣とご自分が聞き違えたことにしてわざわざ書いてくださいました。そんな気遣いをされるいっち

ゃさんでした。 

風穴に多く生えるシダを特定しようという仲間に参加させてもらい、青木、塩田，坂井村、太郎

山、いろいろ歩きました。いっちゃさんは足が弱くなっていましたが、ご自分で作ったアカザの杖を頼

りに頑張って登ってきました。 

シダが好きだということで日本野生植物シダという平凡社の厚い本をいただきました。本当に嬉

しかったです。これを見るときはいっちゃさんを思います。 ミーすけ 

いっちゃさんを惜しむ   №114 辛口  

「宮崎省吾様 この度は記録集、〝「資本主義」と「国家」をどう終わらせ、「近現代」の次をどうつく

るか〟をご恵与くださいましてありがとうございました。 大変興味深く拝読し勉強になりました。あり

がとうございました。「国家」「資本主義」などについて考えさせられました。これはなかなか難しい問

題ですが、いつかお話しをうかがえる機会を持てれば幸いです。 

最近、水野和夫氏の「資本主義の終焉と世界の危機」、デウィット･ハーベイ氏の「経済的理性の狂

気」などを少し読み始めていますが、なかなか理解が進みません。いずれにしても現代社会の抱えて

いる問題は深刻で、どうしたらいいか解らないこと多すぎます。 

どうぞ今後ともよろしくお願いいたします。最近、仲間と出しているパンフレットを同封させていた

だきました。ご覧いただければ幸いです。 梅雨の季節です。 どうぞお身体お大事になさってくださ

い。  林一六」 

 

これは、2020 年 7 月 2 日にいただいた、いっちゃさんのお手紙の全文です。同封のパンフには

「熱電発電機の製作はどこまで進んでいるか」と題するいっちゃさんの報告も載っていました。これは

木材や薪炭から電気エネルギーを得る（自給自足）装置を作るというもので、私のあらゆる社会的単

位を零細化･個人化する、生産と消費の距離を出来る限り短くするというテーマと一致し、大きな関

心持っていました。「廿日市」のイベントとして、いっちゃさんをお招きし、デモンストレーションをお願

いしたりしました。 

しかし、私が 2019 年に横浜の小さな歴史研究者のグループで講演した、冒頭の〝「国家」と「資

本主義」（お上としての「近現代」）をどう終わらせ、「近現代」の次をどうつくるのか〟をいっちゃさん

にお送りしたのは、実は「ま～ゆ寺子屋」での授業に目から鱗の教えを受けたからでした。 

それは近現代の前は封建社会であるというのは嘘である、封建社会をきちんと経験していたのは

西欧諸国と日本ぐらいで、これらの国はすべて地球上の温帯に属しているという植物生態学からの

指摘でした。そしてブラジルの現状を奴隷制同様の社会だと指摘されていたことも強く印象に残りま

した。 

私はこれらをこの講演に取込み、西欧近代の国家や資本主義による体制が、全世界を覆う普遍的

価値などではなく、逆に自国民を含む全世界をお上として支配･収奪することを正当化する体制で

あることを明らかにしようとしました。 

また、いま私の終論として、16 世紀以降の西欧による全世界の支配の経緯の実態を私なりにまと

め、そこからの離脱･逃亡の具体的手段の可能性を探りたいと思っています。そのもっとも基盤とな

るご教示は、惜しみても余りあるもので、決して忘れることが出来ません。 

惜しい人を失いました。心からの感謝とご冥福を祈ります。  完 
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  いっちゃさん安らかに…  №2 ごんべえ  

数年前、いっちゃさんのお宅の庭木の伐採を頼まれて

伺った時に、私が「ストーブの薪を裏山から調達してい

て、蒔き割に苦労している」とお茶を飲みながら話しまし

た。すると、いっちゃさんが「川上村の実家に使っていな

い電動の薪割機があるから、良かったらどうぞ」と言って

くれました。 

早速殿下と 3 人で川上村へ出かけました。村を見渡せ

る峠に太古の地層が露出している岩場があり、「この地は

かつて海の底にあったんだよ」とロマンに満ちた説明を聞

かせてくれました。いっちゃさんの実家は今は誰も住んで

いない空き家になっていて、村の一番奥のほうの川沿い

の小さな部落の中にありました。高校はここから佐久まで

通われたそうで、さぞ大変だったことでしょう。 

以来、毎年この薪割機でひと冬の薪を賄って我が家の

SDGｓに貢献してもらっています。 

今でもあの穏やかな笑顔と深い教養の溢れた優しい

語り口が浮かんできます。お別れの時に棺に入ったいっ

ちゃさんの雰囲気は慈愛に満ちた仏様のようでした。安ら

かにお眠り下さい。 

林一六先生の笑顔  №265 宙蟲  

4 月 23 日、ま～ゆの「いっちゃさん」でもある林一六先生の講演会、「環境とエネルギー」が、地

球を楽しむ会総会で開催されるはずでした。その日は、２月に先生が執筆された「里山の生態学」の

ご本を、直接先生から戴くことになっていたため、早めに到着し、聴講に臨む姿勢を整えていまし

た。が、その矢先、係の方から林先生の緊急入院を知らされました。 

先生との出会いは、「光風雨森」という手作りの多目的ホール。１０年以上も前のことです。日本の

各地からの自然科学研究の学者さんらが一堂に介し交流を深め、地球環境やエネルギーの未来を

見据えようというものでした。植物博士である林一六氏、昆虫学者でムカシトンボの専門を持たれ

ていた安藤裕氏、オストラコーダなどの古生物研究者池谷仙之氏、チョウ類研究者高崎真弓氏、水

生昆虫研究者広瀬幸雄氏、地学研究者甲田三男氏、蜻蛉研究者枝重雄氏ほか。日頃お会いでき

ない皆さんが終結しました。全員で上田市内各地の定点観測地を巡りました。千曲川の川床に現れ

ている地層、泥炭が出たらしい跡、鴻巣の松に傷を入れて松脂を取ってまで戦争に備えたという現

場、不思議なレイライン他、この地に馴染めてなかった私には、すべてがワクワクの対象でした。 
 

ところで誰ひとり知り合い１人いない青木村で働くようになって、「蚕都くらぶ・ま～ゆ」にも入れて

頂いておりました。大好きなミヒャエル・エンデの「地域通貨研究」を謳っている会であり、貨幣に換

算しないモノやコトを交換する価値観は、とても大事な考えだと思っていました。 

大上段に構えることなく、現在も野菜１束、本１冊、お米、小麦粉、大豆、みそ、醤油、お手伝い人

足、中古品、衣類他さまざまと交換されていきます。田んぼ作り、大豆から味噌まで作り、お餅つき

や繭玉作りにレクレーション各種、後には手作りの「みんなの家」と大きくなっていく会の皆さんの姿

は、地球を楽しむ会の深め方と同様、自ら立ち上がっていくものでした。いっちゃさんとそのようなお

話をよくしました。毎月の会合にほとんど参加できなかったのですが、会報などで様子をうかがった

り、いっちゃさんの含蓄ある落語を楽しみました。両会が活動を共にしたり、未来を語り合っていく

仲間のようになっているように感じるのは私だけでしょうか？  

通夜の空間はとても暖かく、先生のお顔は健やかに眠っておられるようでした。合掌 

追悼  №158 うえのさん  

林一六先生がこの世の人ではなく

なられました。哀しいです！ 

先生にはずい分いろいろな事を教

えていただきました。温厚な先生でし

た。 

筑波大学の最終講義には私が花

束を差し上げました。ご冥福をお祈り

します。 

 

 



 

 

－10－ 

ま～ゆ田んぼの 田植えまつり  6月3日 
前日の記録的な豪雨で

心配した、ま～ゆの田植え

まつり無事終了しました。 

15 人の早乙女、男？が

参加してくれ、2 時間余りの

作業で見事な美田が出来

上がりました。 

今年は苗の生育が悪く植

えにくかったと思いますが、

そこはベテランメンバーの

腕でカバーしてくれました。 

今年は代搔きを 3 回やったので除草効果はあると思います。秋を楽しみにしましょう。 

                                    №2 ごんべえ 

 
 

「荒船山」登山記     №294 ねこ   
 
 6 月 7 日（水）天候に恵まれ、「寿限無」を 8 時に出発。

メンバーはハヤちゃん、ミーすけ、ねこ。経験豊かなハヤちゃんに誘導され

て荒船山へ。荒船山は何年も前から群馬県と長野県境に下から見える巨

大な頂上が平らな山で、興味が尽きなく「登ってみたい」と思ってきた山

である。  
 

登山口は駐車場も整備され、山道もよく整備されていました。最初の数キロは比較的緩やかな登りで

足も軽やかに進む。登りの行程にも関わらず、ハヤちゃん、ミーすけさんは植物の話で会話が絶えない。

お二人とも元気だ！  
 

周りは新緑が広がり、鳥のさえずりが心地よい雰囲気を醸し出してくれる。比較的歩

きやすい山道をＵＰダウンを繰り返しながら、山頂への分岐点に差し掛かる。ここからは

急坂の登りが待っていて、ロープにつかまり、チェーンにつかまりさらには梯子を上り、

ようやく頂上へ。標高 1300ｍの台地から群馬県、長野県が眼下に見える。素晴らしい

眺望だ。心地よい風が下から舞い上がってくるではないか。しかし眼下は断崖絶壁で

おそらく直下 1000ｍはあるだろう。遭難者も多く出たと聞く。こわごわ下を見ると冷汗

が出てきた。  

一時過ごしていよいよ台地の頂上に向けて歩く。平坦な山道はどこかのお屋敷の庭を歩き回っている

ような雰囲気。下草はない、広葉樹がお庭に植えてあるような素晴らしい景観である。途中、湿地帯で        

クリンソウの群生地が有り、見とれる。爽やかな風の中で早めの昼食を楽しむ。食後、山頂までわずか。

ようやくここが頂上だというところに祠
ほこら

が有り、周りを見渡すも、樹々で遮られ、景観を望むことが出来

なかった。  
 

 帰り道、足の方はかなり疲れているが、これか

らは下り？しかし UP の時はつらい。台地の頂上

付近で成獣のシカ2頭発見。こんな高いところへど

のようにして登ってきたのか？不思議だ。ようやく

つらい足で駐車場に無事到着。  

 本日の荒船山登山、ハヤちゃん、ミーすけさん

に感謝！ 

 

歯ブラシをください №204かっこう(古川) 

● ホテルや旅館でサービスの 

歯ブラシ・石鹸・タオルをください 

●  1点につき  1ま～ゆお払いします 

上田市十人 74-17   080-3417-3234 
ka3716jp@gmail.com 

 



 

 

街の気軽なマルチメディアショップ 

㈲ 伸和印刷   №57 中澤 

● ご利用金額の 10%まで「ま～ゆ」をお使いください 

● 今、流行りの自分史を作ってみませんか? 

● 会議資料作りに便利な、製本機能付き 

高速デジタルコピー機導入しました 

上田市国分１-７-12 

℡22-7710 Fax22-7718 

－１１－ 

 

民ちゃんは１９

４３年２月の生ま

れです。 

ま～ゆに参加

された７０代のこ

ろは餅つき大会

や、みんなの家

にもよく参加していました。８０歳に近くなり、耳が

少し聞こえにくくなりましたので、ま～ゆへ出席す

ることが無くなりました。 

補聴器を使うので、生活には何の差しさわりも

ありません。 

スポーツシティ千曲に通う 

いま、健康のためスポーツシティ千曲に自転車

で通っています。 

千曲川沿いの堤防道路を走り、ジムへ通いま

す。歩道ができているので快適に走れると喜んで

います。最初は時間がかかりましたが、今では20

分で着くそうです。 

冬場は寒いのでお休みします。 

ジムは月曜日と木曜日に通います。４０人から

５０人が仲間ですが、男性は２、３人、ほとんどが

女性です。 

ここでの体操教室はお互いに励ましあい、リフ

レッシュができるので、元気がもらえると張り切っ

ています。 

家では 

民ちゃんは家で掃除、洗濯、食事の用意など家

事全般を引き受けています。 

体を動かすので「ぐっすり眠れます」とニコニコ

しながらおっしゃいました。 

眠るのは夜 12 時から 1 時。朝は５時３０分に起

きます。お昼を食べた後は少しお昼寝だそうです

が、睡眠時間の少なさに驚きました。 

民ちゃんのおじいさん 

民ちゃんの家では３人の子供が小学生だったこ

ろ おばあさんが倒れました。おじいさんはそれは

それは献身的に面倒を見ました。いつも冗談を言

っておばあさんを笑わせ、子供たちも一緒になっ

て笑っていたそうです。 

そういうおじさんを見て育ったせいか、子供た

ちは、民ちゃんとご主人にとてもやさしいそうです。

一人は土曜日にはおかずを２～３品作ってきてく

れ、もう一人はご主人の農業の手助けもよくして

くれます。 

今はご主人も商売に余裕ができたので、それま

で荒らしていた畑を本格的に始めて、野菜はほと

んど自給自足していると話されました。 

ご主人は朝 4 時 30 分ごろから畑に行きます。

民ちゃんは夜のうちに朝食の用意をしておくそう

です。 

昔の酒屋 

かつて、酒屋は繁盛で大忙し、食事は立ち食い、

お中元やお歳暮の時は次の日の準備をしておか

なければならず、夜は１２時過ぎまで品ぞろえをし

ました。 

今は「その“ご褒美„で自分の好きなことをさせ

てもらっています」と話されました。 

ま～ゆには出席していませんが、流れるメール

を楽しみに見ています。会報もしっかり読んでい

るそうです。 

特技は絵を描くこと 

子供のころは絵を

かくのが大好きでし

た。この絵は 19 歳の

ころ鏡を見て自画像

を描いたものです。素

敵な民ちゃんですね。 

「今の自分をまた書

いてみようかな」とい

たずらっぽく微笑みま

した。   ミーすけ 記 

  

№232  民ちゃんこと田玉民子さん 

 

 会報の広告欄を活用しましょう  
 
1年間 1200 ま～ゆで、 

あなたのお店の広告が掲載されます。 
 
会員にとって｢どうせ買うなら仲間の店から｣の連

帯感が強まり､ま～ゆ交換がー層活発になります。 



 

 

こんな偶然が  №71  トットチャン  

東御市滋野公民館で絵画を学んでいた時の事。 

浅間山を描きに先生と仲間 15 人で入軽井沢の

大日向地区を訪ねた。当日の浅間山は雲に閉ざさ

れ、皆で思案していた時、下の方から上ってくる団

体が見えた。何だろう、上から皆で眺めていた。｢天

皇陛下だー｣と叫んだ。(今の上皇様)「えー｣SP に

囲まれこちらヘドンドンと向かって来る。 

私達の立っている傍にある大日向開拓慰霊碑に

参拝するためだった。天皇皇后様は碑に深々と参拝

すると、にこにこ私達に近づいた。思わず 2,3 人の

仲間が｢美智子様！｣と駆け寄り手を握り涙した。 

自然に私達はお二人を囲んで、浅間山を描きに

来た事を伝えた。皇后様が皆をゆっくり見渡し静か

に畑の大きな棚に咲いている朱色の花を指差して、

｢あれは何の花かしら」と尋ねた。私と目が合った。

私はあわてて｢皇后さま あの花はこれ位の…｣と、両

手で示し｢花豆の花なんです、とても美味しい豆で

す｣と答えた。ゆっくりと目を見てうなずいて下さっ

た。先生が東御市のぶどうの産地より来たことをお

伝えすると、天皇様は思い出したのか｢(ぶどう園

の)白鳥さんはお元気にしていますか｣などと なつか

しそうに尋ねられ、 先生は丁寧にお話しされてい

た。 

こんな偶然があるのだろうか。私は目の前の皇后

さまのお顔から髪の結ばれているうなじをじぃーっ

と見ていた。SP の苛立つ態度も伝わってきた。私的

時間でこちらへ散策にいらしたそうだ。 

この縁で東御市を通じ次の年の夏、両陛下が滋

野のぶどう団地を視察に来られ、先生がお二人を迎

えた。私達も又お会いできた。当日は天皇が皇太子

時代にここを訪れたパネルがたくさん貼られ、皇后

様が興味深く見ておられた姿を思い出す。 

里山トレッキング  

№426  ハヤチャン  

2010 年、何か体を動かさないと、と思っ

ていた頃、友人に ｢上田自由塾の里山トレ

ッキングに参加するけど、一緒に行かな

い？｣と誘われ、それほど気が進みません

でしたが、参加しました。 

1 回目は 4 月に太郎山でした。お昼には

帰れるな、と、おやつしか持たずに。なのに

お弁当を食べるとのこと。友人におにぎり 1

個分けてもらい嬉しかった。 

下山したら、｢もう 5 月からは行かない、

足がガタガタ｣と友人。本当に一回きりで退

塾し、｢早川さんはどうする？｣と言うので、

｢私は、せっかくだから一年間は続けてみ

る｣と。 

それから、月一回の里山トレッキングが

始まりました。 

お誘いで渋々

だったのに、思い

がけずはまってし

まい、今では月に

数回も。声をかけ

てくれた友に感謝

です。 

143号のテーマは 
〝わたしの猛暑対策〟 

です。 

毎年夏は暑いですね。電気料金が

高騰して…どうやってしのいでいます

か？｢熱中症対策はこれに限る｣ ｢省

エネで涼しく…｣ あるいは ｢我慢する

しかない｣といったことでも結構、とに

かく気軽に書いて寄せてください。 
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ま～ゆ会員にききました。 

〝思いがけず…〟あったことを語ってください 

  

甲田はきもの店      №39 甲田 

● ご利用金額の 10％まで｢ま～ゆ｣をお使い下

さい 

● 靴、草履、下駄などの修理は20％まで使えます 

上田市中央4-6-24 

℡22-1272 



 

 

歌の練習に行って準備体操を！  

№204 かっこう  

塩田公民館のお知らせで「別所線牧歌」を一緒に歌い

ましょう！どんな所かわからず行って見ました。 

最初に声を出すための準備運動をしました。 

① 両足を上げて膝と足のつま先が平行になるように上

げる。 

② かかとを付けて足先は広げかかとを上げてトンと落

とす、すると背筋が伸びて体の芯がまっすぐになる。 

③ 体を左右に横にそり、息を吐き

ながらそり、吸いながら戻る。背

骨の脇の筋肉は二層になってい

て吐く時と、吸う時に効く筋肉が

あり、両方を行うと効果が上が

る。 

④ 口の周りの口頭筋をマッサージすると声をだしやす

くなり誤飲など予防や健康にも良い。 

歌の練習も良かったが、準備体操を学んだ事が一番

良かった。 

毎日寝る前に自分流に数えて100・200と出来る範囲

でやって眠ると良く眠れる。 

「塩田コーラスの会」が運営している。参加費もなく初

めて参加した人に公民館の文化祭に出るかどうかは強制

しないそうですので安心しました。 

どこまで出来るかわかりませんが今は月 2 回楽しみで

す。 

№１３６ にゃんこ先生  

振り返ってみれば、人生は「思い

がけず」の連続かも、と思います。

自分の意思で「ここに入りたい！」

と願って実現させたのは、進学先

と就職先。その後は、思いがけず、

（仏のような）ヒデさんと結婚して、

思いがけず、（そんな気はなかった

のに）上田に戻ってきて、思いがけ

ず、（昔はさして興味もなかった）

食堂で料理を作っています。でも

何ひとつ後悔はありません。 

私は常々、実現可能な結果の中

の最良のものが常に与えられると

思っています。（「なるようになる」

というのはそういう意味です。）少

なくともそれを知っている人には。

そう思えたら、不安も不満も、不幸

せになる理由はひとつもありませ

ん。 

皆さんも私を信じて幸せになっ

てくださいね！ 

一歩踏み出したら…  №441 そだっち  

今回のテーマ、『思いがけず』といえば自分には何だろうと考えると、四年前に転職してからが思

いがけずの連続だと思いました。 

体調を崩し、身体に負担をかけない仕事に転職したら余暇を楽しめる余裕も出来て、青木村の

昆虫資料館でのイベントに何の気なしに参加しました。 

そこで同年代の男性に話しかけられて、『なんかよくしゃべる人だな～』と思ったのが、皆さんご存

知けんちゃんです笑 もちろん、一緒にあやちゃんもいて３人で意気投合し仲良くさせて頂いている

中で、ま～ゆの事も教えてもらいました。 

人に喜んだり、役に立てることがあればやってみたいなと思っていた僕には体験入会したとき、

『なんか良いかも！』とビビっと来ました。  

ただ、人見知りが激しいので幅広い年齢層の方々の中に打ち解けられるかが心配で戸惑いもあ

りましたが、皆さんに暖かく接して頂くうちに、勇気を出して一歩踏み出したら思いがけず自分の世

界が広がって良かったな、と思います！ 

人生にはいろんな選択や決断をしなければならない事が多いですが、前向きに思い切ってやっ

てみた方が思いがけずにいろんな物や経験を得ることが出来るんだと、改めてそう思います！ 

これからも、良い事や悪い事も思いがけず起こると思いますが、ちゃんと受け止めていきたいと

思います。 
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人生最大で最高の番狂わせ  上田への移住  №1  ケセラ  

７０年も生きていると思いがけないことがいろいろあります。４０年以上も前、夫からいきなり上田

に行くと言われたときは、まさに青天の霹靂でした。 

「え！上田って何処にあるの？」と私。「長野市と軽井沢の中間くらいかな～。あの忍者で有名な

真田一族の里だよ」と、夫も自信無さそう。そもそも長野県は私の人生設計にはなく、学生時代に松

本や上高地に行ったくらいで縁のなかった県です。まして上田市は全く知らない町でした。友人も親

類縁者もいない町。しかも仕事が面白くなりかけていた時期だったから辞めてまで引っ越すのに

は、とても抵抗がありました。 

私は京都に残って教師をつづけながら二人の娘を育てられるのか？家族が別々に暮らすことで

子どもたちに影響はないのだろうか？と、ずいぶん悩みました。当時、長女は４歳前、次女は１歳にな

ったばかり。それぞれ別の保育園に預けながら夫の協力で、なんとか仕事をこなしていたのでなおさ

らです。悩み続けていた時に父が言った「子どもにとって教師の代わりはいくらでもいるけど、親の

代わりはいないからな。親子の縁は一生続くよ」という言葉でした。 

やっと上田に行く決心をしました。それからがまた大変。家探しに保育園

探しにと知らない所で不安がいっぱいでした。幸い親切な方たちに恵まれ、

家も予想より便利で大きな家を借りることができ、長女の保育園も園長先

生の知人のご尽力で変則的な時期にも関わらず入園することができまし

た。次女を預けて再就職するつもりでしたが、当時は０歳児を受け入れてい

る保育園が少なくて近くにありません。今のような送迎バスもなかった時代

だったので諦めました。 

仕事は失ったけれど、上田でスタートしたばかりの「上田子ども劇場」に誘っていただき、いきなり

運営委員を引き受けることになりました。これが幸いし、たくさんの魅力的な方に出会いました。子ど

もの文化・芸術活動を通して地域や劇団の方たちも加わって一緒に、おもしろくて楽しい活動をいっ

ぱい作りました。この２０年間の子ども劇場運営の貴重な経験が、今の蚕都くらぶ・ま～ゆにつなが

っているように思います。 

縁もゆかりもない町だった上田が、魅力あふれるたくさんの人たちのご縁をいただき、人生最長

で最高の町に変わりました。嬉しい番狂わせの一つです。 

似顔絵  №50 都々平 

ま～ゆに入会して｢人生が変わるかも？｣の予感はほぼその通りで、廃業した後の店舗を“寿限

無„として活用してもらう願いも同様です。また、会報の編集は｢やりたい思いが満々｣でしたから、

思い通りです。こう見てくると大きな“思いがけなさ„はなかったかもしれません。 

でも 20 数年間には、小さな思いがけないことは数知れずあったような気がするので、一つに絞

ります。 

それは「似顔絵を描く」こと。当時編集長だったホーおじさん(黒田弘さん)から

｢やってごらん｣と命令のように勧められて、大胆にもま～ゆな人｢甲田さん｣の記

事に挑戦してみました。鉛筆で？マジックで？筆で？と迷った挙句、(修正の利か

ない)筆を選びました。どうしてそうしたかは記憶にありません。結果は｢案外やれ

そう！俺にも少しは絵心があったかも｣と自信めいたものがふつふつと… それか

ら、 

ごんべえさんとかっとまんからは高評価をいただき気をよくして、のび太さん・ミーすけ・古田さ

ん・美鈴さん・きよちゃん等々多分７０人以上は描いてきたと思います。 

｢似ているよ｣と褒められたり喜ばれた半面、｢やだー、こんな顔｣とご機嫌を損ねた方もありまし

た。ごめんなさい。公ちゃんにはしつこく言われたので、後日描き直しました。 
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中国の学生に、映画〝もうひとつの明日へ〟の感想を書いてもらいました 
中国に帰ってもう１年半に経ちました。新しい挑戦と終われない仕事と“戦う„毎日にて、時間がとても

はやく感じています。また、ま〜ゆのみなさんとお会いしたいと、よく思っています。 

私の湖南大学デザイン芸術学院「デザインとソーシャルイノベーション」という修士１年生向けの授業で

「もうひとつの明日へ」を観させていただきました。それを鑑賞した学生たちの感想文を共有します。育ち

環境と経験がそれぞれの学生たちですが、このドキュメンタリーを通して、ま〜ゆのみなさんとも「暮らし

のなかで大事なこと」について共感をもたらしたのではないかと気づきました。中国語ですが Google

翻訳などを使い、ま〜ゆ会報に載せていただければ幸いです。 孟晗 
 

 

親愛なる祖父母の皆様、 

あなたが所属する蚕都くらぶについてのドキュメンタリービデオを見ましたが、このビデオは私にコミ

ュニティの新しい解釈をもたらしたと思います。 実は私は昔、もうかん孟晗氏の公式サイトの紹介文で

地域通貨という概念を見ました。 現代社会では誰もが「名声を追い求めて」「お金」を追い求めますが、

実はお金の究極の意味は、中国の陽明の心の哲学の観点から、お金を作る人に「あなたの心は何を望

んでいますか？」と問いかけることなのです。地域通貨は、この問い、つまり「自分自身の価値のポジショ

ニングを見つける」に対する良い答えを与えてくれます。現在の中国に存在する問題は、追いかけ、もが

きながらも、人々の間の社会的交流を無視していることだ。 

都市のサイフォン効果により、都市部と農村部の人口比率のバランスが崩れ、誰もが頭を下げた田舎

の小さな中庭から、密室のコミュニティへと変化してしまいました。 10 年以上前、私がまだ数歳だった頃、

私は村の牧草地を大勢の子供たちと一緒に走り回ったり、かくれんぼをしたり、緑のヘビを捕まえたりし

ていました。それから誰もが街に行き、何人かの友人は二度と会うことはなく、誰との間のコミュニケー

ションも必要な社会的サークル内でのみ行われました。地域通貨は私たちにお互いに社交する機会を与

えてくれますし、集団の中で自分の価値を見つける機会も与えてくれます。あなたに手紙を書くことがで

きて大変光栄です。私たちは中国でも社会革新を行ってきました。蚕都くらぶ でのあなたの生活を体験

する機会を得られることを願っています。 

Shin'ainar 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
親愛なる祖父母の皆様へ: 

こんにちは！ 

私は中国の湖南大学の学生です。私の名前は張文斌です。2 日前、孟晗先生の授業であなたが作成

した地域通貨について学びました。私たちはとても刺激を受けています。 

動画で拝見しましたが、美しい景色、豊かな資源、そして誠実な人柄に恵まれた場所にお住まいで、

皆さんとても親切で、それが地域通貨の今日までの発展の基礎になっているのですね。通貨の流通には、

通貨を持つ人と人との関係性が反映されていると思いますが、地域通貨を通じて、測りにくい「商品」に

価値を与え、資源をより有効活用するだけでなく、これが地域通貨の最大のハイライトだと思います。地

域通貨という形を通じて、地域の誰もが他人の才能や特性を知り、さまざまなアクティビティを通じて、

地域の皆のつながりを強めることです。それが今の鉄林都市に欠けているものであり、とても憧れてい

ます。地域通貨は、人々の間の絆を高めるための新しいツールであることに私の目を開かせてくれまし

た。 

皆さんが一緒に作り上げるコミュニティを楽しみにしていますし、機会があれば地域通貨でお会いで

きればと思っています。 
チャン・ウェンビン 2022 年 11 月 22 日 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

以下は翻訳ソフト DeepL を使って日本語に訳しました。Word で

の翻訳や Google のそれとも比べて総じて DeepL が完成度が高

く感じます。少々不自然さはありますが、学生さんの｢言わんとして

いるところ｣は伝わっていると思います。 

都々平 
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蚕都くらぶの祖父母: こんにちは! 

私は中国の湖南大学デザイン芸術学部の学生です。孟晗先生の授業で初めて蚕都くらぶのことを知

り、あなたの人生や考えを記録したビデオを見ました。あなたの話は私にとても感銘を受けました。 

このようなプロットは、中国の詩人陶淵明の『桃花春』を思い出させますが、その物語では、コミュニテ

ィの人々が外の世界とは異なる生き方を形成し、自給自足し、友好的で、お互いに助け合い、しかし、そ

のような美しい絵は常に理想化され、現実から切り離され、壊れやすい幻想であると信じられてきました。 

蚕都くらぶをこの目で見るまで、私はコミュニティ活動に参加したことがありませんでした。私の実家の

住宅地は典型的な商業住宅で、人々は互いに孤立しており、近所の人のことも知らず、会うのが難しい

のです。 - コミュニティの人々。時折、家族の年長者が地域のチェス室や活動室などの場所について話

しているのを聞きましたが、私もそれらは年配者だけが行く場所であり、私には魅力がありません。実際、

中国の都市部の多くのコミュニティでは、基本的に高齢者が対人ネットワークを構築しており、彼らは田

舎や工場に住んでいて、子育てを手伝ったり、介護を引き受けたりするために都市部のコミュニティに来

ざるを得なかったのかもしれない。これらの高齢者は、お互いにすぐに親しくなることができます。私のよ

うな、2000 年代以降に生まれた人々にとって、オンラインのソーシャル ネットワーキングはすでにほとん

どのオフラインの交流に取って代わりており、オフラインの機会を通じてコミュニティのソーシャル ネットワ

ークに統合することは受け入れられません。 

そこで蚕都くらぶは私に大きな驚きを与えてくれました。老若男女が自然とクラブの雰囲気に溶け込

み、みんなで色々な料理を作り、生活を共にし、新たな拠点を築いていく姿を見て、一緒にいるだけでパ

ワーが湧いてくるようでした。最も独創的だと思うのは、ゲームの金貨などの仮想世界通貨を彷彿とさせ

る地域通貨の推進です。この仕組み自体が人々の熱意を大きく動員し、通貨のおかげで目に見えない

多くの努力、善意、才能、時間が「見える」ようになり、記録できるようになりました。それぞれの家計簿は、

蚕都くらぶの思い出であるだけでなく、みんなの人生の物語でもあります。皆さんのつながりは永遠に

続くと信じていますし、文明の一形態としての蚕都くらぶの実験は間違いなく大成功です。 

最後に、地域のおじいちゃんおばあちゃんが健康で丈夫な体を手に入れて、明日に向かって楽しく歩

いていきましょう❤                                                                                        

   中国からの留学生、ジャン・ユーハンさん 2022 年 11 月 23 日 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
私は、Meng Han 先生の「デザイン文化と社会イノベーション手法」コースの学生、Zhang 

Haochun です。授業では、蚕都くらぶのドキュメンタリー「もうひとつの明日へ」を観て、まーゆの地域

通貨を通じた上田市の人々の調和のとれた美しい暮らしぶりを深く感じました。まーゆがいると、誰もが

心から助けを求めたり、他人を助けたりできるこの感覚は本当に素晴らしいです。 

最も印象に残っているのは、取引成立後に全員が握手を交わした瞬間です。できることなら、この信

頼感と親しみやすさをぜひ体験してみたい！もう一つのお気に入りは｢みんなの家｣です。みんなで自分

だけのシェアホームをゼロから少しずつ築いていけるのがいいですね。こんなに帰属感あふれる空間で、

みんなが遠慮なく自分を発揮して、パーティーの楽しさを最大限に満喫できたら、とても幸せでしょう

ね！ 

機会があれば、ぜひ蚕都くらぶを訪れて、そのような幸せで調和のとれた生活を体験してみたいです。

祖父母の健康を祈っています！ 

チャン・ハオチュン 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
張君蘭 

親愛なる祖父母の皆様、こんにちは。私は中国の湖南大学の大学院生です。ドキュメンタリーを見た

後、とても暖かくて美しい気持ちになりました。海の両側にいますが、日本の風習や労働者の勤勉さを感

じます。 「日本社会の温かさは、日本社会のヒューマニズムの精神を随所に反映しています。この映画

全体は、日本文化を示すだけでなく、人生を愛するすべての人に深い感動を与えます。この生き方は、

私もこれからも頑張ろうという励みになります」より良い生活のために、皆さんに感謝します！ 

チャン・ユンラン 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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日本の祖父母の皆様へ： 

こんにちは！ 私は中国の湖南大学の大学院生です！ ハンサムのすけと呼んでください。 

あなたたちのコミュニティがとてもうらやましいです！ コミュニティのみんなはとてもやさしいで、コミュ

ニティはとてもやさしいコミュニティ～私には夢にも思わないような平和で幸せで何事もない生活をして

いるような気がします。 日本のアニメ「たまこまーけっと」がとても好きで、皆さんのコミュニティはそのア

ニメの中のコミュニティと似たように、人と人が仲良く、温かくて素朴で幸せな生活を過ごしていますね。 

一緒に味噌を作る仲間がいたり、みんなで作る「みんなの家」があったり...活動の中では、みんなが自

分の価値を見つけ、人間関係が近づき、さらにはその関係を再構築されてきました。 

印象的だったのは、みなさんニックネームがあることです。"ニャンコ先生 "というメンバーもいましたね、

きっとニャンコ先生が猫が好きでしょう。 暮らしのなかでニックネームで呼び合うのが楽しいことですよ

ね！ 

私はとても目まぐるしくストレスの多い社会にいて、いつも勉強しようと思っているのですが、時々迷っ

てしまうことがあります。 だから、みなさんのスローライフの幸せな生活を見て、深く考えさせられました。 

自分はどんな人生を求めているのだろう。 出世することなのか、それとも社会から抜け出す道を探すこと

なのか。 果てしなく続く勉強や仕事から、どうすれば人生の出口を見つけることができるのだろうか。暖か

い日差しや優しい夜風を浴びたい。。。 私は、皆さんの生活の中にいくつかの答えを見出してきました。 

孟先生のレッスンとこの一通の手紙を通して、何千キロも離れた私とみなさんをつなぐなんて、考えてみ

ればすごいことです！ 私は、皆さんのコミュニティのこれからを楽しみにしており、最新状況をもっと知り

たいです！ そして、人生がどんどん良くなっていくことを祈っています！ 

最高の願いです： 

身体の健康と全てのことを順調になりますように 

ハンサムのすけ 2022/11/17 (この文のみ DeepL＋孟がん翻訳) 
 

   ご存じでしょうか、この歌を 

 作詞 永六輔   作曲 中村八大 

１９７４年リリースで、永六輔とデュークエイ

セスが歌っています。 
 
ま～ゆの心そのものではないでしょうか。 

都々平 
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生きているということは 
生きているということは   

誰かに借りをつくること 
生きていくということは   

その借りを返してゆくこと  
誰かに借りたら  誰かに返そう  
誰かにそうしてもらったように   

誰かにそうしてあげよう 
生きていくということは   

誰かと手をつなぐこと 
つないだ手のぬくもりを   

忘れないでいること 
めぐり逢い愛しあい  やがて別れの日 
その時に悔まないように   

今日を明日を生きよう 
 
人は一人では  生きてゆけない  
 誰も一人では  歩いてゆけない 

都市･建築工房 №130ヒデさん(竹内秀夫) 

● トラブルの多いリフォームだからこそお任せください 

● 家のことなら何でもお気軽にご相談ください 

● 消費税分「ま～ゆ」が使えます 

上田市御所274 

℡28-7532 fax 28-8190 
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動物たちの声になりたい その 51 №136 にゃんこ先生 
  

最初に、いっちゃさんのことを 

たくさんお話ししたりはしませんでしたが、「環

境を良くしたい人大集合」などの催しで、私の展

示を丁寧に見てくださり、場合によっては質問し

たりして、理解と共感を寄せて下さっていた、と思

います。 

あまりにもあっさりと帰ってしまわれました。こ

れからまた自由にやりたいことをなさるのでしょう。

とても品のある方だったと同時に、永遠の少年の

ようでもありました。また会う日まで、幸せを心よ

りお祈りしています。 

動物搾取業者を肥やさないでください 

行動規制が緩和され、この数年我慢していた

旅行を楽しみに国内外へ出かける方も多いでしょ

うか。そこでお願いがあります。 

動物を使った娯楽産業にお金を落とすことはど

うか控えていただきたいのです。つまり、動物園、

水族館、サーカス、闘牛、闘犬、競馬、ふくろうカ

フェなどです。皆さんが使ったお金は動物たちに

恩恵をもたらすことはありません。新たな犠牲者

を仕入れるために使われるだけです。 

なぜこういうことを書く気になったかというと、

エジプトやトルコで観光客を背中に乗せて歩くラ

クダが、その強制労働の時間外は、折り曲げた足

を縛られている映像を見たからです。 

私の父もエジプトでラクダに乗ったようです。

何も知らずに無邪気な笑顔の写真が残っていま

す。（もしもラクダへの虐待を知っていたら、乗ら

なかったでしょうか。怪しいものです。） 

知らなかった、ですませていいでしょうか。自分

のお金をどう使おうと勝手でしょ、と思う人もいる

でしょう。でも大人は、特に（旅行ができるほど）生

活に余裕のある大人は、自分の足が誰かを踏み

つけていないかどうかを考えたり調べたりして知

る義務があるのではと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間はどこまで傲慢なのか 

アメリカで、販売用に展示されているへビの口

が縫い合わされている写真を見た時もショックで

した。それで思い出した有名な動物実験。生まれ

たばかりの子ザル

の瞼を縫い合わ

せます。母親の顔

を見せずに育てた

後に、瞼の糸をほ

どいて初めて母親

を見た時の反応

を見る、という、めちゃくちゃくだらない実験だっ

たと記憶しています。ゆがんだ好奇心を満足させ

るだけの実験です。誰の役にも立ちません。子ザ

ルは、別に驚きも怖がりもしないと思いますが？ 

母親に抱かれてその心音や声をずっと聞いてい

たのなら。（人間ほど外見にとらわれる生きものは

いないのでは、と私は思います。） 

諦めるという選択肢はなかった 

前号で「諦めは動物たちへの小さな裏切りみた

い」と書きましたが、とんでもない思いちがいに気

づきました。そもそも、動物の足を踏んでいる側

（人間側）にいて、痛い思いも怖い思いもしてい

ない私に諦める権利なんてあるわけがありません。

足を踏むのをやめようと言い続けるべきです。「く

たびれたからもう諦めちゃおう」は決して言っては

なりません。 

この気づきのきっかけは、「夜明け」というテー

マの宿題エッセイを書いていて思い出した、イギ

リス映画「遠い夜明け」です。南アフリカ共和国に

おけるアパルトヘイトとの闘いをめぐる話です。原

題は「CRY FREEDOM」ですが、差別のなくな

る夜明けまではまだ遠いという、この邦題、なか

なかいいですね。 

動物に対する差別はいつ夜明けを迎えるので

しょう。案外、それはすぐそこに来ているかもしれ

ません。ここ数年のヴィーガンという言葉の普及、

大手食品メーカーによる代替え肉開発などを見

ていると、そう期待したくなります。 

ところで、この会報が発行される夏至の頃に今

年もユーリンで犬肉祭りが行われるそうです。夜

明けはまだ遥か先のように思えてしまいます。 

 

 



 

 

代 表  竹 内 秀 夫 

ま～ゆ 連絡先  前 田 光 俊 
 〒386-0041 上田市 秋和  503-6 

  TEL 0268- 27-1230 
ホームページ 

 http://mayu.lolipop.jp/sant

o/ 
 

 

蕎麦処 いちや   №312 牧野隆彦 

● お食事代の 5％をまーゆでお使いください 

● 環境やお財布にもローインパクトな蕎麦屋を目指していま

す平日は予約制となっています  

※前日までにご予約頂いたお客様には一品サービスします 

上田市住吉1160 ℡25-1841／携帯080-5140-6689  

 

 

西洋占星術・ヒーリング 

 №267 くらげ(水沢） 
● タロット・自然療法・不思議いろいろ 
● ま～ゆ会員は2割引。 

さらに半額までま～ゆ払い可能です。 
● 障害や不具合をお持ちの方の介護や 

お手伝いも、ま～ゆで承ります(介護福祉士) 
上田市中央東 1－19 

連絡先:090-2755-1383 

 
 

 会報に携わった人  

編集長 前田光俊 

記事 小林綾子・前田美枝子・金子恵子 

イラスト   竹内紀子・丸山恵子 (カット) 

 市村俊篤
よしとく

・市村啓峰
たかみね

(表紙) 

写真 竹内秀夫・前田光俊 

校正 竹内紀子・前田美枝子・曽田充 

 河野孝志・前田光俊 

レクリエーションチーム企画 

 
 

期日 7 月 21 日(金) 雨天中止 

筑波大菅平実験センターガイド付きで樹木園等⇒ダボスの丘で 昼食とレク⇒菅清園 

(希望者)⇒菅平湿原遊歩道菅平高原自然館 

♣集合 10：20 実験センター入口  

① バス利用 上田駅 8:55 発→菅平 10:20 着 帰りバスは ：ダボス 14:00 又は 15:05  

  ※バス停はどこからでも可能(時刻は各自で調べてください) 

・バスの方は合計で 4～5km 位歩きます。 

② マイカー可 (希望者)相乗りは希望者間で決めてください 

 ※今回はバス利用も目的の一つなので配車計画はなし。 

♣持ち物 ・昼食・飲み物・シート 

・お金 バス:片道 500 円・自然館：200 円など 
 

 
 

7 月の 
 

１０日(月) 夜７時～ 中央公民館で    
 

8 月の 
 

１０日(木) 夜７時～ 中央公民館で   
 

7 月の     

23 日(日) (時間未定) みんなの家 
 

8 月の     

20 日(日) (時間未定) みんなの家 

 

 

 

 

 

参加申し込み 

7 月 10 日まで    27-1230 

✉アドレス8bo73to4＠gmail.com  

 氏名 連絡先 交通手段を明記 

5 月 11 日に白内障の手術(右目)をしまし

た。何年も前から医師の勧めがあったにもか

かわらず、万一のことを恐れて(左の目は視力

が回復する見込みがないので)逡巡していま

したが、昨年秋ごろから白内障の症状が顕著

になって、とうとう決断しました。 

術後は｢生き返ったよう｣です。ハッキリ・くっ

きり見えるばかりか、とにかく色が鮮やかで眩

しいほどです。これまで会報の編集では写真

の“鮮やかさ„にこだわって、すべての写真を

専用アプリで画質調整してきました。ところが

“霞んだ眼„では “必要以上に彩度を上げてし

まう弊害„がありました。｢どぎつい｣とのお叱り

があったかもしれません。今号はその点改善

されていると思います。 

   都々平 


